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唐沢山…藤原秀郷公の居城趾で、深い歴史を持つ山

　平成21年６月12日、私たち堀米町（菊川）町会は
環境省の「水・土壌環境保全活動功労者表彰」をい
ただきました。平成4年から町内のシンボル菊沢川
の水を守ろうと町会の有志により、清掃活動を始め
たことがきっかけでした。
　菊沢川には、栃木県版レッドデータブック絶滅危
惧Ⅱ類に指定されている「コウホネ」（スイレン科
コウホネ属の多年生の水草）が絶滅せずに植生して
います。その可憐な黄色い花は、私たちの活動のエ
ネルギー源となっています。
　堀米町（菊川）町会は、987 世帯で市の中心の北西
部に位置する住宅地です。先述の菊沢川と一級河川
秋山川が町内を流れ、春には多くの方々が、秋山川
の土手沿いに咲き誇る桜を見にきます。２つの清流
は、私たちの生活にとって欠かせないものであり、

環境に対する意識が必然と高くなっているのもその
ためと思われます。
　これからも、愛するふるさとの環境を守っていく
ことで、地域のコミュニケーションの向上に努めて
いきたいと思っております。

堀米町（菊川）町会長　竹　澤　　宏　

菊沢川の清掃活動

ふるさと探訪

菊沢川とコウホネ

堀米町（菊川）町会
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こ
の
度
、町
会
長
連
合
会
会
長
と
し
て

就
任
い
た
し
ま
し
た
田
沼
北
部
地
区
下

多
田
町
会
長
の
篠
﨑
芳
朋
と
申
し
ま
す
。

　

合
併
に
よ
り
新
佐
野
市
が
誕
生
し
、

４
年
が
経
過
し
た
わ
け
で
す
が
、
私
は

こ
の
４
年
間
副
会
長
と
言
う
立
場
で

い
ろ
い
ろ
と
ご
指
導
い
た
だ
き
、
勉

強
も
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

の
度
、
連
合
会
会
長
と
い
う
身
に
余

る
重
責
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た

の
で
、
皆
様
方
の
ご
協
力
、
ご
指
導

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

町
会
長
連
合
会
に
は
広
範
囲
に
わ

た
る
事
業
が
山
積
し
て
い
ま
す
。
町

会
の
未
加
入
者
の
問
題
や
特
に
、
行

政
と
市
民
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
は
推
進
し
て
い
く
べ
き
課

題
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
又
、
町
会

長
の
地
位
向
上
に
も
努
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

皆
様
方
の
ご
協
力
を
仰
ぎ
な
が
ら
連

合
会
を
運
営
し
て
い
く
こ
と
が
、
重

要
な
こ
と
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
各
町
会
の
益
々
の
ご
発

展
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
就
任
の
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。
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﨑
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﨑
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】
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平
成
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年
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佐
野
市
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会
長
連
合
会
役
員

平
成
21
年
度  

佐
野
市
町
会
長
連
合
会
役
員

　

長
年
に
わ
た
る
町
会
活
動
や
地
域

の
社
会
福
祉
向
上
に
寄
与
さ
れ
た

方
々
の
功
績
に
対
し
表
彰
が
行
わ
れ

ま
し
た
。（
敬
称
略
）

【
全
国
自
治
会
連
合
会
表
彰
】

　

廣
瀬
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富
岡
町
（
北
部
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【
栃
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県
自
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会
連
合
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連
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柳
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茂
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哲
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大
釜

　

室
岡
宣
幸　

若
松
町（
第
一
協
和
会
）

町会に加入しましょう！

町会は皆さんからの会費などを基に
いろいろな活動を行っています。

１ 自主防犯パトロールや自主防災活動
２ 地域のお祭りでの人々の交流や子ども会、 敬老会への協力
３ 地域の文化の伝承
４ 清掃活動をとおしての環境美化活動
５ 地域の事業等の案内や市役所・学校・警察などからの情報の回覧
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酒
井
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金
屋
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町
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木
傳
次
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堀
米
町（
安
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町
下
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知
久
一
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富
士
見
町

【
と
ち
ぎ
の
環
境
美
化
県
民
運
動
功

労
団
体
表
彰
】

　

佐
野
市
町
会
長
連
合
会
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●会報誌の作成
市民の皆さんに、よ
り多くの町会に関す
る情報をお送りする
ため、今年度は年 2
回会報誌を発行いた
します。

●その他として
◎理事会の開催
◎全市一斉清掃・
　道路愛護活動
◎広報活動
◎視察研修
◎福祉、教育、文化

団体・会議などへ
の参画など

●行政と町会について：行政と町会との関係につい
て、その内容を整理し更に協働体制がとれるような課題
に取り組んでまいります。

●市長との懇談会：昨年度開催した市長との懇談会を、
内容を充実して開催いたします。

　

平
成
21
年
５
月
20
日
（
水
）
佐
野

市
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル
に
て
開
催

し
、
次
の
報
告
１
件
、
議
案
５
件
に

つ
い
て
審
議
が
行
な
わ
れ
、
原
案
の

と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

・
報
告
第
１
号　

平
成
20
年
度
佐
野

市
町
会
長
連
合
会
事
業
経
過
に
つ
い

て・
議
案
第
１
号　

平
成
20
年
度
佐
野

市
町
会
長
連
合
会
歳
入
歳
出
決
算
の

承
認
に
つ
い
て

・
議
案
第
２
号　

平
成
21
年
度
佐
野

市
町
会
長
連
合
会
事
業
計
画
に
つ
い

て・
議
案
第
３
号　

平
成
21
年
度
佐
野

市
町
会
長
連
合
会
歳
入
歳
出
予
算
に

つ
い
て

・
議
案
第
４
号　

佐
野
市
町
会
長
連

合
会
会
則
の
改
正
に
つ
い
て

・
議
案
第
５
号　

佐
野
市
町
会
長
連

合
会
役
員
の
改
選
つ
い
て

平
成
21
年
度
定
期
総
会
を

開
催
し
ま
し
た

平成20年度 佐野市町会長連合会歳入歳出決算書 平成21年度 佐野市町会長連合会歳入歳出予算書
歳入 （単位：円）

科　目
予　　算　　現　　額

収入済額 予算現額
との比較 備　　　考

当初予算額 補正予算額 計
1 交 付 金 3,000,000 0 3,000,000 3,000,000 0 市交付金
2 負 担 金 1,050,000 0 1,050,000 992,060 △ 57,940 視察研修会参加者負担金等
3 繰 越 金 1,429,295 0 1,429,295 1,429,295 0 前年度繰越金
4 諸 収 入 705 0 705 85,875 85,170 慶費、預金利子、全自連旅費

合計 5,480,000 0 5,480,000 5,507,230 27,230

歳出 （単位：円）

科　目
予　　算　　現　　額

支出済額 不用額 備　　　考
当初予算額 補正予算額 計

1 事 務 費 170,000 0 170,000 152,396 17,604 通信費、消耗品費
2 会 議 費 150,000 0 150,000 24,838 125,162 会議賄費等

3 事 業 費 4,900,000 0 4,900,000 4,267,539 632,461 研修会費、会報誌作成費、
新春祝賀会、費用弁償、県自連視察・研修

4 負 担 金 100,000 0 100,000 73,000 27,000 栃木県自治会連合会費
佐野市国際交流協会費

5 慶 弔 費 40,000 0 40,000 0 40,000
6 予 備 費 120,000 0 120,000 0 120,000

合　計 5,480,000 0 5,480,000 4,517,773 962,227

歳入  （単位：円）
科　目 本年度 前年度 比　較 説　　　　　明

1 交付金 3,000,000 3,000,000 0 市交付金

2 負担金 1,050,000 1,050,000 0 管外視察研修会負担金
役員視察研修会負担金

3 繰越金 989,457 1,429,295 △439,838 前年度繰越金
4 諸収入 543 705 △ 162 預金利子
合　計 5,040,000 5,480,000 △440,000

歳出  （単位：円）
科　目 本年度 前年度 比　較 説　　　　　明

1 事務費 200,000 170,000 30,000 郵便料金、事務用品、封筒作成費等
2 会議費 50,000 150,000 △100,000 会議等賄費

3 事業費 4,550,000 4,900,000 △350,000 研修会費、表彰費（新春祝賀会）、会報作成費
費用弁償、栃木県自治会連合会研修会費等

4 負担金 100,000 100,000 0 栃木県自治会連合会費
佐野市国際交流協会費等

5 慶弔費 40,000 40,000 0 見舞金等
6 予備費 100,000 120,000 △ 20,000
合　計 5,040,000 5,480,000 △440,000

平成20年度の事業概要です

町会活動にご理解のある団体や企業の協賛
を得て、回覧板を作成することができました。

編集委員会を組織し、念願の会報誌を発
行しました。これからも市民の皆さんに、
町会のことや町会長連合会についての多
くの情報をお送りします。

とちぎの環境美化県民運動に
併せ、5 月の最終日曜日に全町
会による一斉清掃を、８月の
道路愛護月間に併せ、８月の
第 1 週の日曜日にも全町会に
よる清掃を実施しました。

岡部市長と理事により、市民病院の状況
や合併について、佐野市の将来像につい
ての話し合いを行いました。

回覧板の作成

会報誌の作成

視察研修

理事会の開催全市一斉清掃･
　　　　道路愛護活動

市長との懇談会

平成21年度の主な取り組みです

静岡県下田市の自治会や観光
施設の状況をはじめ、北関東
自動車道の整備状況等の視察
研修を行いました。

町会長連合会の事業内容や各
町会の取組報告・課題解決の
ための意見交換を行いました。
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編
集
後
記

　
「
平
成
20
年
度
町
会
長
連
合
会
運

営
等
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結

果
」と
い
う
報
告
書
に
目
を
通
し
た
。

　

市
内
全
１
６
７
町
会
の
成
り
立
ち

や
取
り
巻
く
状
況
は
そ
れ
ぞ
れ
に
異

な
り
、
抱
え
る
問
題
や
悩
み
も
ま
た

そ
れ
ぞ
れ
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し

少
子
高
齢
化
の
波
は
等
し
く
覆
い
か

ぶ
さ
り
、
共
通
す
る
部
分
も
相
当
に

感
じ
ら
れ
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
町

会
ま
た
は
町
会
長
に
課
せ
ら
れ
る
仕

事
の
増
加
に
つ
い
て
は
殆
ど
の
回
答

の
中
に
感
ず
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

そ
れ
が
ま
た
町
会
役
員
の
後
継
者
難

に
繋
が
っ
て
い
る
よ
う
に
も
思
う
。

　

最
近
言
わ
れ
て
い
る
「
災
害
時
の

要
援
護
者
支
援
事
業
」
も
今
後
何
ら

か
の
要
請
が
町
会
に
対
し
て
な
さ
れ

よ
う
が
、
各
地
で
消
防
団
員
の
確
保

に
苦
慮
さ
れ
て
い
る
状
況
を
み
る

に
、
徒
に
地
域
住
民
の
無
関
心
や
町

会
離
れ
と
嘆
く
前
に
、
行
政
と
一
体

化
し
た
根
本
的
な
対
策
が
求
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
考
え
る
べ
き
と
思
う
。

し
て
お
り
ま

す
。
こ
の
度
、

そ
の
実
績
が

市
か
ら
認
め

ら
れ
優
良
町

会
表
彰
を
頂

い
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

町
会
で
は
、

特
に
搬
出
が

集
中
す
る
12

月
（
年
末
の
１
週
間
）
に
は
、
午
後

５
時
か
ら
11
時
ま
で
、
町
会
役
員
・

環
境
衛
生
委
員
（
32
名
）
の
交
代
出

役
に
よ
り
、
監
視
・
指
導
を
平
成
15

年
よ
り
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
一
ヵ
所
と
い
う
難

問
題
も
あ
り
ま
す
が
、
住
民
が
一
極

集
中
す
る
こ
と
で
、
指
導
効
果
は
上

が
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
環
境
美

化
活
動
の
一
環
と
し
て
、
悪
戦
苦
闘

を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

栃
本
地
区
は
、平
成
20
年
度
の「
功

労
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
」
表
彰
を
栃

木
県
警
察
本
部
・
栃
木
県
防
犯
協
会

よ
り
受
け
ま
し
た
。
地
域
の
た
め
に

と
行
動
し
て
き
た
こ
と
が
結
果
に
繋

が
っ
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
地
区
は
、
南
北
に
３
キ
ロ
あ

り
県
道
の
バ
イ
パ
ス
も
通
っ
て
い
ま

す
。
防
犯
灯
は
１
８
５
機
設
置
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
普
段
よ

り
交
通
の
見
通
し
の
悪
い
所
に
あ
る

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
清
掃
や
、
防
犯
灯

の
管
理
な
ど
地
域
の
安
全
の
た
め
に

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
北
関
東
自
動
車
道
の
工
事

が
進
ん
で
お
り
ま
す
。完
成
す
れ
ば
、

こ
の
地
区
を
横
断
す
る
よ
う
に
高
速

道
路
が
は
し
り
、
そ
の
側
道
な
ど
の

管
理
も
今
後
の
課
題
と
な
っ
て
く
る

と
思
わ
れ
ま
す
。
県
道
の
歩
道
の
設

置
や
高
速
道
の
防
音
壁
の
設
置
な
ど

に
つ
い
て
は
、
お
か
げ
を
も
っ
て
順

調
に
進
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
私
た
ち
は
「
子
ど
も
達
が

子
ど
も
ら
し
く
自
由
に
の
び
の
び
と

育
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
考
え
の
も

と
、
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
活
動
も
行
っ

て
い
ま
す
。
子
ど
も
達
の
笑
顔
が
見

え
る
帰
り
道
に
す
る
た
め
に
は
、
私

た
ち
大
人
が
安
心
安
全
の
街
づ
く
り

の
た
め
に
変
わ
る
こ
と
が
必
要
な
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活

動
に
も
ち
か
ら
を
入
れ
て
い
ま
す
。

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
祭
り
」
と
称
し
、

今
年
も
11
月
12
日
に
開
催
し
ま
す
。

女
性
部
、
育
成
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
小
学

校
の
協
力
を
得
て
開
催
し
て
い
ま
す

が
、
昨
年
は
地
元
の
高
校
、
授
産
施

設
、
消
防
団
に
も
参
加
い
た
だ
き
大

変
盛
り
あ
が
り
ま
し
た
。
幸
い
な
こ

と
に
こ
の
地
区
に
は
景
観
の
良
い
公

園
が
３
ヵ
所
も
あ
り
、
そ
の
場
所
で

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
様
々
な
人

が
、
触
れ
あ
い
交
流
を
持
つ
こ
と
に

幸
せ
を
感
じ
る
と
同
時
に
、
地
域
の

あ
り
方
に
つ
い
て
改
め
て
感
じ
さ
せ

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
『
危
険
物
等
ご
み
の
不
法
投
棄
を
監

視
し
よ
う
』
を
合
言
葉
に
、
強
化
体

制
に
取
り
組
む
浅
沼
町
会
で
は
、
全

世
帯
（
１
３
７
０
世
帯
）
の
参
加
協

力
に
よ
り
、
搬
出
日
及
び
分
別
の
徹

底
を
図
ろ
う
と
、
住
民
運
動
を
展
開
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